



























の確立を可能にして くれる第2言 語が育っていない と、その子どもの人間形成全体に大
きな影響を及ぼすことになる。







母語 ・継'承謬 ・ノ仔{ノンカツ〃教育`M月砂研究 レb/umelMAR(:H2005 踊 彡㈱
2.言語喪失研究の意義と本稿が扱う喪失研究の範囲
我々はふつ う言語を習得 したい、せっかく学んだ言語を保持したいとい う欲求を持っ


















にあてはめて検証 してみた り、逆に喪失研究で明らかになった現象(た とえば、年齢や
喪失前言語能力と喪失 との関係等)が 言語習得に関与する変数を再認識させた りする。


















年度末(5月)に なんらかの方法で言語データを収集 し、3ヶ 月間の夏休みの後、その
外国語にほとん ど触れなかったとい う前提で喪失度を測る研究である。こうした研究は、
















国後1ヶ 月時 点で採集 したことがある。 どれも流暢な、その年齢相応の 「ネイテ ィブス
ピーカー」の言語ではあったが、被験者間(つ まり異なる年齢の3人 の被験者間)で 、
文章の長 さ、複雑さ、助詞の使用度など、多くの点で違いがあった。また、3歳 と7歳
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詳 しいので参照 されたい。)ここでは、「言語喪失の中身 とは何か?」 と問われた時に、
該 当す るものの リス トをあげる。
言語は、何 らかの言語技能のために使 うコミュニケーションの手段なのだか ら、直接







喪失をとらえることができることになる。つま り、 日常会話な り、語 りな り、なんらか
の発話データ(話 し言葉産出)を音韻、語彙、シンタクス、プラグマティックスの4つ
の観 点で分析する。なんらかのテーマや絵などで示 された題材について作文を書かぜて、
そのテキス トデータ(書 き言葉産出)を音韻、語彙、シンタクス、プラグマテ ィックス
の4つ の観 点で分析する。なん らかのお話、会話を聞かせて 儲 し言葉受容)、その音声
朿U激に含まれる音韻、語彙、シンタクス、プラグマティックスの各面で正確な認知がで
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表1言 語 の何 を 喪失 したの か 一 産 出技 能(Productiveskills)(x:lossn.1.:noloss)(Yukawa1997aより転 載 、 文 献情 報 詳 細 はYUkawa1997aに)
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表2言 語 の 何 を喪 失 した の か 一受 容 技 能(Receptiveskills)(x:lossn.1.:noloss)(Yukawa1997aより転 載 、文 献 情 報 詳 細 はYUkawa1997aに)
Godsall-Myers Bahrick Robinson Pino-Silva Weltens et  al. Chavez de Bot et al. Yoshitomi Tomiyama 
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きているか どうかを分析する、あるいは、なんらかのテキス トを読ませて(書 き言葉受
容)、そのテキス トに含まれる文字の音韻認識 や、言Aシ ンタクス、プラグマティック
ス面での知識を問 うこともできる。(具体的な研究のサンプルについては、表1,2を 参
照されたい。)
言語が言語本来の 目的のため、つま りコミュニケーションのために使われ る際の、読




1991)で、 どのようなエラーがみ られるか、いいかえれば、言語喪失がそ うした言語知
識の再編成をおこしているかどうかを調べることができる。(具体的な研究例については、
表3を 参照されたい。)
表3言 語 の 何 を 喪失 した の か 一 メ タ 言 語能 力(metalinguisticjudgements)
(x:10ssn。1.:noloss)(湯丿ll1997aより車云載)






x n. 1. (5) 
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能力 という3種類に分類 してみた。 しかし、この他の分類の仕方で整理することも可能
である。ひとつには、言語喪失現象を、ゆっくりと時間をかけて、多種類の技能や レベ
ルで刺激を与えて存在が確認できる言語 「知識」と、その知識がどの程度容易に脳の中























・ しゃべ らせて、あるいは書かせて語数を数える?産 出した語数が多い方がいい(言 語





・ 早 くしゃべれ るかどうかスピー ドをみる?どれくらい遅 くなれば喪失現象だと言え
るのか
・ ポーズの総秒数を測るのか?回数 を測るのか?ど れだけ秒数が増えれば喪失の現れ
なのか?
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このよ うに、言語能力や技能の何を測るのかを決めた(例 えば、 「話 しことばの産出で、











この研究では、被験者の年齢が低いため、基本的に読み書きは問題 にせ ず、 日常会話






究で頻繁に用い られるツール ・観 点にも注意が必要 なこと、語彙 ・シンタクスの知識の
表出であるとして、日本語を分析する場合にとりあげられやすい格助詞を分析する際に、
様々な分析方法があることなどに特に注 目してほしい:












4)格助詞:パ イ ロッ トスタディーの結果、 日本語での発話が困難になるきっかけが格
助詞にアクセスできないことにあるのではないかと思われたので、それぞれ
の格助詞がもつ複数の意味の レパー トリーの うちのどれの使用が可能かに
ついて分析 した。(例、 「が」には行為の主体を示す意味だけではなく、 「貴





6)エラー:習 得過程でだれにもみ られ るエラーをあらかじめ文献から探 しだ し、それ
とは違 うと見られる、つま り喪失によると思われるエラーを分析。エラー
がも う一つの言語 に ごでは英語)の 干渉を受けたものかどうかも分析。
7)流暢 さ:言 語処理とい う側面を分析するため、ポーズをとりあげた。
*注意:文節内でみられるポーズ(Intra-constituentpauses)は喪失 との関係を
示すとい う先行研究あ り。あ とのポーズの妥当性は不明。
8)イ ミテーシ ョン(Elicitedimitation):日本語のシンタクス構造にアクセスできる
かどうかを、イ ミテーションで分析。短期記1に は限界があるので、提示 さ
れた比較的に長い文章は、自らが産出することができても、提示のあと、そ





のテス トを用い、日本語での指示 どお りに人形などの物体を移動、操作でき
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るかどうかを調べた。
10)フィール ドノー ト:日常の被験者のコメン ト、生活の中で見られる言語に関連する
事項を書き留めた。
喪失を語るためのツールが信頼性のあるものか どうかを確認することがいかに大切かを
示すために、1)の タイプ ・トー クン比率(TTR)について説明を加えよう。タイプ ・ト
ークン比率(TTR)は、語彙の豊富さを測 る指標として言語喪失研究でもよく使われてい
る。 しかし、全体のデータ量が少ない と総異語数が多くなり、結果としてTTRの値が高











言い直 し、繰 り返 し、沈黙の総時間などが数えられることが多い。 しかし、こうした現
象が本当に言語処理のスムーズさを示す ものなのだろうか?こ のことについて、研究 ・
実証されているものは、筆者 の知る限 り、句、または語のかたま り内(intra-constituent)
で起こった休止 しかない。句、または語のかたまり内で起こった休止について文献でわ
かっていることを次にまとめる。
レベル ト(Levelt,1989)によれば、人 は、情報 をま とめ るマクロプラニ ング
(macro-plaming)の段 階 と、概 念 を実 際の こ とばにす る ミク ロプ ラニ ン グ
(micro-planning)の二つの局面を行き来 し、ケス(Kess,1992)によれば、プラニング
のために生 じるためらい現象は、重要な清報、新 しい清報へ うつる移行のタイ ミングで
現れるとする。 ここでデータを提供 しているのは、言語喪失 をおこしていないふつ うの
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成人言諸 なので、 ミクロプラニングには、 さほど問題なくマクロプラニングに労力がか
かるとする。
















数の意味をもっているので、単に、「がJな り、 「を」なりが、正 しい用法で産出された
か否か(或 いは誤用の頻度)だ けを数えていては、被験者が持っている格助詞の意味の
レパー トリーの維持、縮小(喪 失)は 正 しくとらえられない ことになる。例えば、被験
者が喪失前に 「が」が表 し得る意味の うちの8種類全てをレパー トリーとして持ってい
たことが分かっているとする。その被 験者が、その うちの何種類 を、それぞれの種類ご
とにどの程度の頻度で産出したかを見れば、より詳 しく被験者の レパー トリー の変化を
とらえることができる。
また、格助詞はくだけた 日常会話では省略されることが多い。「コー ヒー飲む?」の場
合のように、 「コー ヒーを飲む?」 と、「を」を入れることが不自然な場合すらある。だ
から、格助詞をきちんと使用すべき時なのに、言語喪失のために使用 していない舌足ら
ずな表現になっているのか、それ とも、喪失をおこしていない成人 日本語言諸 でも省略
すべきケースなのかをみきわめた上で、格助詞の使用 ・不使用を分析する必要がある。
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かかわ らず、言語産出 ・受容他のタスクが以前 と同じようには行えない、つまり、「言語
処理に支障がある(Retrievalfailure)」ためであると考 える説である(Berndtand
Caramazza,1980;SharwoodSmith,1983a,1983b;Seliger,1996)0

















は、被験者に日本語の文章を英語に翻訳させるテス トをした。すると、「語 り」や 「自然
会話」で目本語の文が作れなくなった後で も受容能力に喪失は認められず、与えられた
文を正 しく理解 し、英語 に翻訳できた。さらに、翻訳テス トで意味が分かっている文を
繰 り返すように求めると、繰 り返 した文にはエラーが多く言語処理の面での問題があっ
こうした考え方を延長 していけば、言語処理 不全で産出も受容能 力も示 し得ない言語




確 さ、っま り 「有利 さ(advantage)」が現れた時に、既習の知識が残っていたとする考
え方である(DeBotandStoessel,2000)。この方法で、被験者や言語を変え、様々な
状況の残存言語知識の存在を探る研究が世界の諸地 点で行われた。(2001年には、世界
応用言語学会(バ ンクーバー)で このテーマについてのシンポジウムも開催 された。そ
の研究の一例としては、湯川2002を参照されたい。)
5.2ルールの簡略化
さて、話 を前者の言語知識そのものの消滅 ・改編 に移そ う。言P職 の改編(や その
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"externaldrivingforces"と読んでいる。)
前者の例 として、Vago(1991)の研究があげよう。 この研究では、母語がハンガ リー
語で、5才10ヵ 月でイスラエルに移住した36才 の被験者に、名詞 と動詞の語根を与
え、その語尾活用を産出するよう求め鳥 産出された語尾の中で、被験者が間違いない
と判断 したもののみ(っ まり言語処理のエラーではなく、言語知識 が再編成 されたもの
だけ)を観察すると、その中には、標準ハンガ リー語か らみると間違い とされる語尾が
あった。そ してそれ らは、「ノレ ルーの簡素化」「ノレールの順序変更」 「ルールの消失」「語
彙 の再構成」とい う4っの言語内メカニズム(つま り、ヘブライ語とは無関係にハンガ
リー語 内で起こったメカニズム)に よって形成 されたと考えられる間違いであった。つ
ま り、被験 沓は、ハンガ リー語の複雑な語尾変化を長年の不使用の中で忘れていき(あ
るいは、アクセス不能になり)、忘れた分について、覚えているハンガ リー語の語尾変化









v構造(例 、DickhandedtoSallythebook.)を正 しい文だと判断 しがちでその点の
モ ノリンガルの英諞 諸 との差は明 らかだったとする。これは移民として入国 してから
イ ンプッ トの多いヘブライ語が英語に干渉したための変化だと考えられる。





















の 日本語喪失を研究 した。Cbhen(1989)の被験者は1年 問のブラジルでの滞在の後、1
3才と9才で帰国 した。この2人 にポル トガル語で 「語 り」のタスクをさせ、その中で
使われた語彙を分析 した ところ、9才 児の喪 失量の方が13才 のそれよりも大きかった
としている。Yukawa(1997b,1998)の被験者は生後すぐに 日本語と英語の両方にふれバ
イ リンガルに育て られた。 うち、3才 児はスウェーデンに行き、5才 児はハワイに行っ
て 日本語をほとんど使わない環境に入った。Yukawa(1997b,1998)はこの被験者が両方
ともたった2-3ヶ.月で日本語の文章を産出できなくなった事実を報告 している。3才
児 と5才児のどちらの喪失がより速 く進んだかについては、この2人 の喪失時の状況が




て英語圏に入国 した年齢が低いほどL1の スペイン語 の喪失がひ どいとし、Olshtain
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と6年)に もかかわらず どちらの学習者グル ープも同量のしかもほんの少 しの喪失しか
認められなかったとする。 しかし、この結果は大勢 と矛盾するものではない。喪失前の






プ ット・アウトプットではあっても、なんらかの継続的な言語使用(学 習)が あること
が、どう喪失に影響するのかにっいて研究した喪失研究は少ない。バー リック(Bahrick,
1984)はそ うしたリハーサルの効果も変数のひとつとして分析 しようとしたが、被験者
の リハーサル総時間が少なすぎて検証不可能であった。他の要因を制御 して、弱くな り
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つつある言語の学習時間(学 校や 自宅での言語学習の時間他)の 多少と喪失の関係その
ものに焦点を絞った研究は筆者の知る限 りない。
それに近い研究として、新国際学校の英語圏か らの帰国児童 ・生徒を対象とした研究
があげられ る(田浦2002)。これは、帰国児童 ・生徒の持ち帰って くる幅広い英語力に
対応 している新国際学校の生徒が、どのような英語力の保持、喪失、伸長傾向を示すか
を、6学年にわたる横断研究で示 したものである。英語圏滞在が3年 以上の帰国生80





いとめられ るだけでなく、平均値 としてこのような言謝 申長現象を示す場合があるとい










聞き、話すの4技 能の うち、どの技能が、 どの言語 レベルで喪失現象をみせ るのか、ま
たどのようなスピー ドでそれが進行するのか とい う、全般的な傾向は、バイ リンガルを
育てたいと望む者にとって不可欠な知識である。
ただ、そ うした一般的な傾 向を描写する.rにも、できれば、 目的 とする母語なり第2
言語なりの保持 目標があって、その 目標値を達成するために重要な鍵を与えて くれるよ
うな喪失研究であると、膃 研究会の目的によりふさわしい。第2節 「言語喪失 とは何
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移住によ り毎 日使わねばならなくなった言語の必要性はあまりに明 らかであるが、必
ず しも 日常的に使わなくてもよくなった方の言語の重要1生は見えにくく、また、バイ リ
ンガルの常として、本人が本人 らしく生きるために必要とする2つの言語の能力の組み
合わせは人によって多様なので、なおさら目標 とする言語能力の照準が定めにくい。そ
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